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新見市立新砥小学校

校長 岩立とも子

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校は，教育方針や指導の重点を分かりやすく伝えている

学校は，新砥小学校としての特色ある教育活動を行っている

学校運営協議会により，学校は，地域と共に児童を育てようとしている。

教育方針は，保護者や地域の願いに応えたものになっている

子どもは，喜んで学校へ行っている

愛情いっぱいの子を育てようとしている。

らしさを磨く子を育てようとしている。

共に拓く子を育てようとしている。

学級目標や方針は，保護者に理解しやすいものになっている

先生は，子どもをよく理解し，ていねいに対応している

先生は，子どもの間違った行動に対してきちんと指導している

先生は，子どもの悩みや相談に親身になって対応している

子どもは，好ましい人間関係をもっている

子どもは，学校や学習のルールを守っている

教室環境は，学習や生活にふさわしいものに整えられている

先生は，授業を工夫し，個に応じた学習を行っている

学習の様子等が授業参観や懇談，便り等によってよく分かる

子どもは，授業が楽しいと言っている

子どもは，家庭学習に取り組んでいる

運動会・遠足・学芸会など学校行事のもち方は，適切である

楽しんで参加し，行事を通して，子どもは成長している

学校は，子どもが病気やけがをしたとき，適切に対応している

子どもは，体や心の健康について気軽に学校に相談できている

学校は，清掃・美化に努めている

学校は，危険箇所などへ配慮しており，安全に努めている

学校は，台風や地震などの場合，適切に対応しようとしている

授業参観の回数や内容は適切である

学級懇談の回数や内容は適切である

学校は，保護者の思いを汲み取る機会を適切に設けている

学校は，HPやたより等で学校・学年の様子をよく伝えている

学校は，家庭への連絡を積極的にきめ細かく行っている

学校は，保護者の悩みや相談に親身になって対応している

ＰＴＡ活動は活発で保護者は学校の教育活動に協力的である

安全指導を中心に，子どもの安全確保に努めている

学校・教職員は，ＰＴＡ・地域の活動に協力的である

家庭では，しつけや基本的な生活習慣を身に付けさせている

家庭では，落ち着いて学習に取り組ませるようにしている

家庭で，一緒に過ごす時間をとるように心がけている

地域は，子どもの安全確保に努力している

子どもは，公共のマナーを守っている

平成２９年度 保護者後期学校評価集計

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない 分からない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一生懸命に教えている。

声の大きさや話す速さは，ちょうどよい。

分かりやすく教えている。

授業は，楽しい。

分からないことやできないことが，先生に教えてもらって，分

かるようになったりできるようになったりした。

発表や質問をしっかりときいてくれる。

先生は，自分が学習でがんばったことを認めてくれる。

学習に一生懸命に取り組んでいる。

進んで調べたり，考えたりしている。

進んで自分の考えを発表している。

学習の持ち物をきちんと準備している。

分からないことがあるとき，先生に質問することができる。

先生や友達の意見は，参考になることがある。

先生や友達の話をしっかりきいている。

宿題をしている。

自主学習をしている。

進んで本を読んでいる。

学校は，楽しい。

「あ」大きな声であいさつをしている。

学校のきまりを守っている。

友達をいじめたり悪口を言ったりせず優しくしている。

「早寝・早起き・朝ご飯」に取り組んでいる。

友達と仲良く遊んでいる。

「あ」一生懸命掃除をしている。

困ったり悩んだりしたら，先生や家族に相談している。

［あ］火事や不審者など，安全に避難できると思う。

「あ」めあてをもって取り組んでいる。

平成２９年度 児童アンケート評価集計

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない

【学校教育目標：未来を拓く，たくましい新砥っ子の育成】〈夢いっぱい 愛いっぱい 力いっぱい 行きたい学校《チーム新砥》〉

後期学校評価について
寒中お見舞い申し上げます。昨年末に実施した後期児童の振り返りと保護者学校評価の集計を掲載いたします。

児童の振り返りでは，「発表や質問をしっかり聞いてくれる」 「分からないことがあるとき，先生に質問することができる」

という項目，保護者学校評価では，新砥小学校は，特色ある教育活動や行事を行っており，ホームページや学校だより，

学級だより，保健だより等を通して，学校・学年の様子をよく伝えている点が評価されていました。反面，保護者評価では，

例年のように「家庭では，落ち着いて学習に取り組ませるようにしている」が低い傾向にあります。前年度と比較して評価

の下がった項目，課題の見られる項目についての手立てや改善策について，昨日の全体会や学級懇談で詳しく説明させて

いただきました。全体会や学級懇談等のご意見・ご提案につきましては，できることからすぐに実行に移し，改善に努めて

参ります。来年度の教育課程編成についても保護者・地域の方々と共に児童の健全育成をめざしたいと考えています。今

後ともご支援ご協力のほど，よろしくお願いいたします。

保
護
者
学
校
評
価
で
寄
せ
ら
れ
た

す
べ
て
の
ご
意
見
を
紹
介
し
ま
す

○

残
り
３
学
期
は
、
進
級
に
向
け
て
の
指
導

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
授
業
参
観
の
回
数
が
多
い
と
思
い
ま
す
が

・
・
子
ど
も
達
の
メ
ン
タ
ル
面
の
教
育
も

し
っ
か
り
と
お
願
い
し
ま
す
。

○
地
域
性
を
生
か
し
、
ま
た
活
用
し
た
特
色

あ
る
教
育
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
常
に
新
し
い
こ
と

へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
る
先
生
方
の

熱
意
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
新
砥
地

区
の
小
学
校
・
保
育
園
の
児
童
が
減
少
し

て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
中
、
先
生
一
人
当

た
り
の
仕
事
量
が
増
え
る
と
思
う
の
で
、

負
担
の
な
い
よ
う
行
事
等
を
見
直
し
検
討

し
て
い
く
時
期
に
入
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
地
域
の
方
の
高
齢
化
も
考
慮
し
、
学

校
行
事
等
お
互
い
が
負
担
の
な
い
形
で
継

続
で
き
る
こ
と
は
続
け
て
い
け
る
体
制
も

考
え
る
時
期
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
先
生

と
の
関
わ
り
が
、
一
番
今
後
の
人
生
で
大

き
く
左
右
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
小
学
校
の

こ
の
時
期
に
、
ゆ
っ
く
り
と
先
生
と
子
ど

も
が
向
き
合
え
る
時
間
を
と
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

○
複
式
教
育
の
よ
さ
が
伝
わ
る
よ
う
な
授
業

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

○
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
か

げ
さ
ま
で
、
子
ど
も
も
楽
し
く
学
校
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
子
ど
も
の
様
子
を
よ
く
教
え
て
く
だ
さ

り
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

○
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
新
し
く

入
っ
て
く
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
や
外

国
語
活
動
な
ど
、
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

い
た
だ
い
て
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
が
負
担
を
感
じ
ず
に
学
べ
て
い
る

よ
う
で
安
心
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

○
今
年
一
年
、
行
事
等
で
た
く
さ
ん
の
経
験

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
も

い
ろ
い
ろ
な
場
面
を
経
験
し
、
成
長
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先
生
方
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

☆
本
校
の
教
育
を
肯
定
的
に
捉
え
て
く
だ
さ

り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
期
待

・
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。



こ
ん
な
風
が
吹
い
て
い
ま
す

❤

入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

❤

○
お
か
山
っ
子
新
見
支
部

詩
の
部

入
選

３
年

田
村

壮
・
田
村

幸
寛

４
年

石
川

絆

生
活
文
の
部

入
選

１
年

上
田

美
桜

５
年

上
田

健
成

今
年
度
も
６
年
生
の
お
薦
め
の
論
語

を
朗
唱
し
て
い
ま
す
。

○
と
ん
ど

【
第
３
学
年

逸
見

琳
】

日
に
学
校
で
と
ん
ど
や
き
を
し
ま
し
た
。
ぼ
く

15
が
、
習
字
を
や
い
た
ら
、
高
く
上
が
っ
て
い
き
ま
し

た
。
も
ち
入
り
し
る
こ
も
食
べ
ま
し
た
。
今
年
も
、

か
ぜ
を
ひ
か
な
い
で
元
気
に
す
ご
し
た
い
で
す
。

○
九
九

【
第
２
学
年

岡
田

翔
真
】

日
、
九
九
の
は
っ
ぴ
ょ
う
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

23
方
に
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
は
じ
め
て
す

る
の
で
、
ど
き
ど
き
し
た
け
ど
、
じ
ゅ
ん
九
九
と
さ

か
さ
九
九
が
ご
う
か
く
し
ま
し
た
。
さ
い
し
ょ
は
で

き
る
か
な
？
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
と
う
日
は
は
っ

き
り
言
え
ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り
言
う
と
、
答
え
が
た

く
さ
ん
う
か
ん
で
き
ま
し
た
。

【
第
６
学
年

藤
井

美
空
】

平
成

年
３
月

日
生

18

24

中
学
生
に
な
っ
て
新
し
い
友
達
が
で
き
た
り
、
勉

強
が
難
し
く
な
っ
た
り
、
部
活
が
あ
っ
た
り
す
る
の

で
、
何
事
に
も｢

一
生
懸
命｣

が
ん
ば
り
ま
す
。

【
第
６
学
年

川
上

紗
季
】

平
成

年
３
月
２
日
生

18

新
砥
っ
子
の
先
輩
と
し
て
、
中
学
校
で
部
活
や
勉

強
を
頑
張
る
！

【
第
５
学
年

上
田

健
成
】

平
成

年
６
月
９
日
生

18

２
０
１
８
年
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
ど
ん
ど
ん

挑
戦
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
第
２
学
年
担
任

井
田

章
太
】

平
成
６
年

月
７
日
生

11

前
回
の
年
男
か
ら
、
早

年
、
ひ
と
ま
わ
り
大
き

12

く
な
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
増
え
た
も
の
と
い
え
ば
、

腹
回
り
の
肉
以
外
に
心
当
た
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

２
０
１
８
年
は
肉
を
減
ら
し
、
人
間
と
し
て
大
き

く
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
曰
く
、

人
の
過
ち
や
、

各
そ
の
党
に

於
い
て
す
。

過
ち
を
観
て
、

斯
に
仁
を
知
る
。

子
曰
く
、

与
に
言
う
べ
く
し

て
、
之
を
言
わ
ざ

れ
ば
、
人
を
失
う
。

与
に
言
う
べ
か
ら

ず
し
て
、
之
と
言

え
ば
、
言
を
失
う
。

知
者
は
人
を
失
わ

ず
、
亦
た
言
を
失

わ
ず
。

人は同じような場面で間違い
をする。間違いを見れば、そ
の人の本質が分かる。失敗を
生かせばよいのです。

肝心なときに言わないであとから「私
もそう思っていた。」などと言う人は
信頼を失います。ものを言うにはタ
イミングを逃さないで。

子
曰
く
、

利
に
よ
り
て

行
え
ば
、

怨
み
多
し
。

自分の利益ばかり考えて行

動していると，怨まれるこ

とが多くなります。気を付

けたいものです。

ペ
ッ
パ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

全
国
大
会
参
加
児
童
支
援
カ
ン

パ
に
つ
き
ま
し
て
、
別
紙
の
と
お
り
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、
最

寄
り
の
新
砥
小
学
校
関
係
者
へ
お
託
け
く
だ
さ
い
。

【学校教育目標：未来を拓く，たくましい新砥っ子の育成】〈夢いっぱい 愛いっぱい 力いっぱい 行きたい学校《チーム新砥》〉


